
　今回の訪問では，Sanguila 准教授が計画しているミンダ

ナオ島におけるカエル種多様性保存研究プロジェクトをサ

ポートするための打合せおよび簡単な水質調査を行いまし

た。またそれに先立ち，柏田が招聘教授という形で特別講義

を２回行いました。Urios 大学の学生さんは積極的で講義

　柏田祥策センター長は，6 月 23 日から 27 日までの 4 日間，

フィリピン国ミンダナオ島ブトワン市にある Father Saturnino 

Urios University（以下 Urios 大学）の Sanguila 准教授を訪問し

てきました。実は東洋大学とブトワン市は，ブトワン市にある

３つの大学と包括協定を結んでいたご縁があります。その３つ

の大学の一つがUrios大学であり，2011年にSanguila准教授が

東洋大学生命科学部を訪問されており，その際，柏田が対応し

たことがありました。それ以来，共同研究の契機を窺っておりま

したが，漸くそれを実行に移す機会を得ることが出来たわけです。

特別講義後の集合写真

Urios大学学生との合同水質調査後の大学での集合写真Sanguila 准教授 (左)と Young 学長 (右)

水質調査の様子

フィリピン訪問記

内容についても大変意欲的に質問をしてくれました。また

Sanguila准教授は勿論の事，Young 学長，Randy副学長および

Chito副学長を始め多くの先生方にも大変お世話になりました。

　とくに Young 学長は本学竹村学長とも面識があり，また学祖

井上円了先生の哲学にも言及されていました。Young 学長は敬

虔なカソリック教徒であり，教育における宗教ならびに哲学の

重要性について語っておられました。さらにブトワン市におけ

る環境問題とくに水質汚染とヒト健康問題について強い関心を

持っており，我々の研究センターとの共同研究を切望しておら

れました。当初は簡単な挨拶程度の積りが１時間に亘る会談さ

らには共同研究提案にまで発展して，今回の訪問は大変友好的

に進みました。生命環境科学研究センターは，学外との共同研

究を積極的に行うこともそのプロジェクトの一つです。今後の

進展に期待したいと思います。
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